
研究集会会長: 増田 慎三（京都大学大学院医学研究科外科学講座 乳腺外科学分野 教授）

日 時：2025年3月29日（土）9：00～17：00
会 場：大阪私学会館 〒534-0026 大阪府大阪市都島区網島町 6-20
開 催 形 式：現地開催（参加費：2000円 現金のみ、現地受付にてお支払いください）

＜内容＞
■一般公演、ランチョンセミナー、教育セミナー、シンポジウム、他

参加登録方法などの詳細は後日メールでご案内させていただきますので、メールアドレスの登録がお済でない
方は、別途登録用紙にてメールアドレスのご登録をお願い申し上げます。

■薬物療法
■医療現場のコミュニケーション
■地域連携パス
■がんの医療経済
■診療報酬
■訪問看護
■病薬、薬薬連携
■抗癌剤の有害事象対策
■アドバンス･ケア･プランニング

■院内がん登録
(がん医療の心のケア)

■在宅病診連携
■がんの放射線治療
■がん患者の家族への対応
■がんのリハビリテーション
■遺伝カウンセリング
■周術期におけるチーム医療
■抗がん薬曝露防止

■サポーティプケア
■NSTのはたらき
■がん情報の収集と伝達
■キャンサーボード
■がん医療コーディネーター
■退院前カンファレンス
■がんの個別化治療
（手術室内、栄養、リハビリ、疼痛管理）

■その他

<演題募集＞

■ 演題募集期間
2025年1月1日（水）～2025年2月21日（金）

■ 演題応募宛先・応募方法
必ず「演題募集上の注意事項」をご確認いただき、以下演題応募先にE-mailにて応募お願いします。

演題応募先：hiroshi.furukawa@tokushukai.jp（古河宛て）

■ 演題応募上の注意事項
1.メールの件名欄に「第35回日本がんチーム医療研究会演題」とご記入ください。
2 .本文中に、ご希望の演題カテゴリーをご記入ください。
3 .演題名・演者・共同演者・所属・抄録本文を含めて800字以内でお願い申し上げます。
4 .必ず、本文末尾に、名前・所属・ご連絡先（電話・メールアドレス）を記入ください。

※複数の演題をご応募いただく際にも、1 演題につき必ず連絡先をご記入ください。
送信元と別のメールアドレスにご連絡が必要な場合は、そちらの旨ご記入ください。

■演題の採否・プログラムの編成
1 .後日送付される演題受付完了のメール、発表に関する詳細・注意事項のメールをご確認ください。
2 .応募多数の場合、演題募集期間内の応募でもお断りさせて頂く場合がございます。あらかじめご了承ください。
3 .研究会開催の約1週間前には、本文に記載のご連絡先宛て、プログラム・抄録集のデータをメールにてお送りいたします。

演題の発表時間・会場等ご確認ください。上記届かない場合は、日本がんチーム医療研究会事務局までお問い合わせください。
4.プログラムの編成については、事務局世話人と当番世話人に一任させて頂きます。演題応募時のご希望に添えない可能性もございますが

ご了承ください。

■優秀演題
1.本研究会では、一般演題の中から優秀演題を選出いたします。
2.優秀演題に選ばれた方には、『癌と化学療法』誌にご投稿頂くための一部費用補助を行っております。
3.研究会当日最終セッション終了後に、優秀演題発表・授与式がございますので、ぜひともご参加ください。

テーマ：持続可能ながんチーム医療～より高みをめざして

日本がんチーム医療研究会日本がんチーム医療研究会
第35回研究集会第35回研究集会

共催：日本がんチーム医療研究会（研究会代表 松浦 成昭）/NPO法人 堺臨床研究支援センター（代表 古河 洋）
お問い合わせ：日本がんチーム医療研究会 事務局（事務局代表 今野 元博）

〒589-8511 大阪府大阪狭山市大野東377-2 近畿大学医学部 外科医局内
℡ ： 072-366-0221 Eーmail ： jganteam@gmail.com

～さまざまな専門性を持つスタッフが連携して、患者および社会、一般個々に適した医療を提供するチーム医療
の原点に立ち返るとともに、さらにより良いものを考え活動～考動～を活性化していきたい、そして、患者さん
やその周りの方々の不安や悩みを早期に解決し、治療面だけでなく生活の質の向上も期待したいと考えます。研
究集会では、それぞれの疾患、施設毎の経験、社会コミュニティとしての取り組みをご報告いただき、共有・考
察していただくことで、さらなる高みを目指したチーム医療の推進につながることを期待しています。
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